
既
に
支
那
よ
り
轍
入
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。
是
元
よ
り
嚢

に
我
棉
花
の
輸
出
せ
ら
れ
し
は
、
米
國
南
北
二
面
の
爲
め

其
の
正
格
の
騰
貴
せ
る
に
因
る
一
時
の
現
象
な
り
ご
は
云

へ
、
外
國
棉
花
の
輸
入
が
倫
敦
約
定
に
墓
く
關
税
の
低
下

に
在
る
こ
ビ
は
事
實
で
あ
っ
て
、
當
時
の
乱
英
領
事
も
認
め

て
居
る
Q

　
瓦
之
を
一
般
商
品
の
上
よ
り
見
れ
ば
、
幕
末
に
於
て
磁

器
税
が
原
料
よ
り
精
製
品
に
至
る
ま
で
一
傘
に
五
分
で
あ

っ
た
こ
ご
が
、
精
製
品
の
喩
入
を
促
進
し
、
之
が
爲
め
幕

末
に
於
て
我
國
へ
輸
入
せ
し
も
の
は
日
用
必
需
の
も
の
よ

り
は
寧
ろ
當
時
に
在
り
て
は
奢
修
品
貴
重
品
に
多
か
ら
し

め
、
從
っ
て
其
の
恩
恵
を
蒙
り
し
も
の
は
一
般
民
衆
よ
う
・

は
、
寧
ろ
上
流
若
く
は
武
士
階
級
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

．
之
を
要
す
る
に
幕
末
に
於
け
る
外
國
貿
易
な
る
も
の
は
・

助
長
す
べ
き
輸
出
が
束
縛
せ
ら
れ
、
制
限
す
べ
き
輸
入
が

比
較
的
薗
由
に
行
は
れ
、
之
が
爲
め
我
二
言
経
濟
生
活
磯

達
の
遽
町
上
に
、
一
大
障
碍
の
横
つ
た
こ
ε
を
信
ず
る
の

で
あ
る
。
尤
も
之
に
俘
ふ
利
盆
も
あ
り
、
當
時
の
國
情
上

却
っ
て
幸
輻
な
り
し
黙
も
存
す
る
も
．
是
等
は
後
に
考
ふ

る
こ
ご
、
す
る
O

銅
創
銅
鉾
に

就
い
て
（
二
）

曽

梅
　
　
原

末
　
治

五

銅
創
銅
鉾
の
特
殊
の
分
布
妖
態
が
其
の
全
般
の
性
質
を

　
5
第
入
戸
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て

考
査
す
る
上
に
重
要
な
基
徴
を
な
す
の
は
著
し
い
事
實
で

こ
の
貼
に
於
い
て
銅
鐸
ε
頗
る
相
似
た
塵
が
あ
る
。
私
は

轡
に
銅
鐸
に
關
す
る
調
査
を
試
み
た
際
に
、
鐸
の
形
式
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
一
一
　
（
一
九
三
）

亀



　
　
　
混
入
巻
　
　
研
　
究
　
　
乱
臣
銅
鉾
に
就
い
て

先
後
の
考
定
に
當
っ
て
、
各
の
形
式
に
依
る
分
布
を
槍
し

て
黙
認
あ
る
結
果
を
得
て
其
の
示
す
黒
総
を
ば
二
酉
的
年

代
親
の
活
物
の
「
こ
し
た
①
。
從
っ
て
今
此
の
銅
劒
銅
鉾
の

場
合
に
於
い
て
も
同
じ
方
法
に
基
き
上
述
各
形
式
に
依
る

分
布
を
調
べ
て
、
私
の
推
定
し
だ
形
式
論
が
果
し
て
要
當

で
あ
る
か
否
か
を
糺
し
て
見
や
う
ε
思
ふ
。
そ
し
て
同
時

に
此
の
分
布
の
黙
思
か
ら
漸
次
遺
品
の
性
質
に
帯
す
る
論

述
に
入
る
こ
ご
に
し
た
い
。
さ
て
銅
鉾
銅
創
の
分
布
表
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
＝
一
（
一
九
四
）

最
近
に
高
橋
氏
の
示
さ
れ
だ
も
の
略
ぼ
完
き
に
近
い
が
、
②

こ
、
に
は
私
の
集
め
得
た
資
料
を
加
へ
、
範
園
を
朝
鮮
に

も
及
ぼ
し
た
も
の
を
掲
げ
①
上
述
の
形
式
に
依
っ
て
出
　
土

の
逡
品
を
分
ち
載
せ
る
こ
ビ
に
し
、
な
ほ
附
す
る
に
俘
出

物
や
遺
跡
の
種
類
を
以
て
し
た
Q
其
の
繁
に
亙
る
に
も
か

、
は
ら
す
詳
記
す
る
所
以
の
も
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、

本
論
に
重
要
な
關
係
あ
る
爲
で
あ
る
、

銅
劒
銅
鉾
搬
見
地
名
表

見

筑
前
國
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須
玖
宇
岡
本
吉
村
疏
邸
附
近

　
同
郡
同
大
字
宇
岡
本
聚
落
の
北

同
郡
同
大
宇
字
岡
本
小
字
坂
本

　
同
郡
同
大
字
字
岡
本
小
字
辻

　
同
郡
同
大
宇
品
岡
本
バ
ン
ヂ
ヤ
ク
ヂ
ン

　
銅
　
　
鉾

　
　
　
喜

狭
誓
形

上四
　以
上一一

　以

一

一

九

禦｝
一

銅
　
　
　
　
　
劒

（綱

w
獣
（
同
馳
蔓
）
了
形

備
　
　
　
考

1

　
（
異

心



同
郡
安
徳
村
大
字
原
田

同
郡
那
珂
村
大
字
板
付
宇
北
崎

同
郡
曰
佐
村
大
字
上
臼
水
小
字
門
田

同
郡
太
宰
府
町
安
樂
寺
東
南
嶺

同
郡
同
町
片
町
山

同
郡
大
野
村
大
字
琵
田

同
郡
席
田
村
大
字
月
隈

同
郡
住
吉
村
住
吉
帥
肚
附
近

緯
島
郡
治
土
村
大
字
三
雲

同
郡
同
村
大
宇
井
原
小
宇
土
崎

同
郡
前
原
村
大
字
泊
小
宇
大
塚

早
良
郡
姪
濱
村
上
字
小
門

糟
屋
郡
席
内
村
大
学
・
鹿
部
畠
石
淋
飛
下
内

同
郡
箱
崎
町

朝
倉
郡
安
川
村
大
字
丁
台
山
上

嘉
穂
郡
庄
内
村
大
字
子
分

鞍
手
郡
若
宮
村
上
字
金
九

　
第
入
怒
　
研
究
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て

三

ーー

一
二

不
明
一
〇

鉾

」

不　
明
隅

　
？
）

一
（

ご～一
不
明’

f！若
三

四

一一’二
干一i

　
中1’一

一
ーー

間
劃
）
四ーー二一

fi【

ii一f

一

一
一一｝

⑧
一三一

第
二
號

一i一if

古
釜
棺
）
禦
嬰
り

調
練
抄
所
載

　
　
　
吉
鏡
三
十
五
面
、

古
墳
（
甕
棺
）
壁
勾
玉
管
玉
等
俘

、
誰
内
・
鯉
式
毒

一
三
　
（
一
九
五
）



　
　
第
三
巻
　
研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

筑
後
國
三
井
郡
大
城
二
大
宇
大
城
小
字
姪
生
名

　
同
郡
御
井
町
字
清
水
（
？
）

　
同
郡
山
川
村
山
川
二
野
ロ
東
方

　
同
郡
立
石
村
大
字
二
才

　
同
郡
立
石
村
大
字
山
隈
字
胡
麻
野

　
三
瀦
郡
大
善
寺
村
大
字
中
津
小
字
道
藏

　
同
郡
三
瀦
村
大
字
高
三
瀦
小
字
塚
崎
東
畑

　
同
郡
同
村
同
大
学
小
字
塚
崎
西
畑

　
同
上
御
廟
塚

　
入
女
郡
長
峯
村
大
字
吉
田
小
宇
野
間

　
同
郡
上
廣
川
村
大
字
吉
糸
入
ノ
久
保

　
同
郡
下
廣
川
村
大
字
藤
田
小
二
天
長
浦

　
浮
朋
郡
屋
形
隔
月
三
山
字
弦
掛

　
同
郡
千
年
村
大
字
徳
九

　
同
郡
姫
治
村
大
字
三
盛
十
束
藤

豊
前
國
京
都
郡
今
川
村
大
宇
天
生
田

　
同
郡
行
橋
町
粕
木
門
戸
品
　
　
　
、

　
定
一

推
　　合雨　　　推
＝　シ式一　定
一テ　　　　ロ＝

九　　　壼’

鐙
定

器
ご
盤

し

二

一
四
　
　
（
一
九
山
ハ
）

9

古
蟹

古
重
語
石
棺
の
上
）

出
所
不
詳



　
田
川
郡
緯
田
村
大
字
糸
田

　
宇
佐
郡
長
洲
町
大
字
金
屋
ベ
ウ
モ
ソ

　
同
郡
騒
館
村
大
字
法
鏡
丁
字
下
ノ
李

　
同
郡
麻
生
村
大
字
山
口
字
赤
迫

　
同
郡
宇
佐
入
幡
宮
所
藏

豊
後
國
西
國
東
郡
高
田
町
大
字
來
縄

　
同
郡
同
町
大
字
美
和
小
字
雷

　
同
量
草
池
村
白
丁
石
弓
山
古
墳

　
同
郡
田
染
村
大
宇
嶺
丁
字
横
糸
附
近

東
國
東
郡
某
所

　
蓬
見
郡
大
帥
村
大
字
眞
那
井

　
日
田
郡
津
江
山

　
日
田
郡
三
芳
村
大
原
入
曽
宮
島

　
日
田
郡
五
和
村
石
井
帥
魁
藏

大
分
郡
松
岡
村
大
字
松
岡
字
京
ヶ
尾

直
入
郡
久
住
村
久
住
帥
肚
附
近
字
鉾
ノ
木
・

北
海
部
郡
佐
賀
市
村
大
宇
木
田
名
寺
山
谷

　
　
第
八
答
　
　
研
　
究
　
　
銅
鮒
銅
鉾
に
就
い
て

　
推
定

　
　
　
一
〇

　
鉾

　
　
　
一
ロ

ー
　
　
　
　
一

一f

一　
二

一
　
三
、
暫

　
口
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第
二
號

1ーーf一fi一！・
♪一

　古
　毅
　　
　組
合
　セ
石
　棺
　　
出国鐵
　土劒
　器㈱
　悸生

幽
所
不
詳
、
仮
雨
艘
地
方
？

古
蟹
（
組
合
セ
石
棺
）
内
獲
見

古
墳
の
封
土
中
よ
り
出
土

繊
所
不
詳

同一
五
　
（
一
九
七
）

亀●



　
　
．
乗
入
巻
　

研
究
　
銅
創
銅
鉾
に
就
い
て

肥
前
國
三
養
基
郡
（
二
丁
難
郡
）

　
同
郡
田
代
村
大
字
柚
比
小
宇
安
永
田

　
東
松
浦
郡
久
里
村
大
字
柏
崎

　
同
郡
鏡
村
大
字
谷
口
（
？
）

肥
後
國
鹿
本
郡
三
田
村
大
字
庄

　
菊
池
郡
陣
内
村
大
字
下
町

　
同
郡
隈
府
二
大
宇
玉
鮮
寺

　
同
郡
大
津
町
学
才
山
内

　
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
乙
姫
小
字
鏡
山

　
同
郡
山
西
村
阿
蘇
帥
肚
藏
品

　
同
郡
北
小
國
宮
原
爾
…
棘
魁
藏

　
同
郡
同
村
大
字
下
成
若
宮
帥
杜
藏

　
熊
本
市
藤
崎
宮
所
芦
品

日
向
國
某
所
（
故
荻
田
元
廣
氏
子
品
）

大
隅
國
囎
吸
郡
西
志
布
志
村
大
字
野
井
倉
字
下
原

壼
岐
面
罵
岐
郡
鯨
伏
工
大
宇
立
石
熊
野
淋
肚
藏

樹
馬
國
上
縣
郡
佐
須
奈
村
大
字
守
護
小
字
ク
ビ
ル

、

一
廣
鋒
　
嚇

一二一〔一1

ーーー二i
一一一

細
形

（
言一

一
一f一三

iーー

第
ご
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一
　
　
一

異
形
面
一
）

ーー1

一」一‘f

｝一iご一四一一
i

i一
一

一

一
山
ハ
　
（
一
九
八
）

附
近
に
彌
生
式
土
器
片
あ
り

娼
所
不
詳

livl同擬古
境
土銅
器壷
｝　5

陶彌
器e生

　式
　土
　器．

　漢

出

不
詳



同
前
同
村
大
字
佐
島
小
字
仁
田
内

同
郡
同
村
大
字
白
岳
．

同
郡
同
村
宇
友
屋

上
縣
郡
峯
村
大
宇
櫛
薔
八
丁
高
才
子

下
縣
郡
奴
加
州
村
大
字
大
綱

同
郡
同
村
字
小
綱

同
郡
同
村
字
卯
褒

同
郡
同
村
大
字
貝
ロ
字
赤
崎

同
郡
聡
知
村
大
字
高
原
字
下
ヒ
ナ
タ

伺
郡
佐
志
賀
村
大
宇
黒
島

同
郡
同
村

同
郡
久
根
村
（
或
は
内
山
村
）

同
郡
仁
田
村
字
樫
瀧

伺
郡
仁
位
村
大
字
子
牛
玉
崎
r

同
鼻
髭
位
村
大
宇
弁
才
海
紳
魁
藏

同
四
竹
敷
村
大
字
黒
瀬
八
幡
宮
藏

　
第
八
巻
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
ζ
就
い
て
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　土
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古
記

古

N

彌
生
式

数　鏡鏡　古
畳孟2器藻ヰ
磯為俘等き鐙杉
石　同　出　彌形銅

健時　生土器

　
ヰ
杉
銅
器
、
角
形
銅
器
、

薄
粧
諺
難
翻
醐
聾

　
器
等

鏡
（
？
㌧
切
出

鏡
二
営
為
同
時
に
傳
ふ

数
個
の
磯
石
多
出

、



　
　
第
二
巻
　

研
究
　
鋼
劔
銅
鉾
に
就
い
て

朝
鮮
慶
樹
霜
蓮
慶
州
郡
外
東
面
入
室
里

　
同
滋
爾
州
郡
爾
州
附
近

　
慶
荷
南
道
金
海
郡
酒
丁
丁
（
傳
）

　
全
羅
北
滋
全
州
郡
冠
注
面
雲
上
里

　
傳
全
羅
道

　
藤
江
原
道

　
忠
清
北
遽
牙
山
郡
屯
浦
面
屯
田

　
京
畿
遽
水
原
郡
餅
店
府
近

　
黄
海
遽
黄
州
郡
里
糸
面
黒
橋
騨
附
近

　
葦
葺
南
遊
東
大
院
里
許
山

　
同
大
同
郡
大
同
江
面
土
城
里
附
近

伊
豫
國
伊
豫
郡
南
伊
豫
村
大
字
上
野
字
向
山

　
温
泉
郡
道
後
毛
大
字
一
萬
字
市
筋

　
東
宇
和
郡
宇
和
町
大
字
久
枝
字
大
窪
台

　
同
　
　
　
所

　
東
宇
和
郡
漫
筋
村
大
字
四
所
郎
谷
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一定！1！1〔ll【lll」一1！
1五覧i－i ll
i　1　1　1　1　i　一一一　一　一　一　一．1　一　一　1　一　一n

lllll｝lll11二1｝ll｝ 第
二

i　l　l　l　l I　I f 1　一　號

l　l 1 1 j

o
同　古　古　艶
？　蟹　墳　櫓
　形銅管扇管？
　銅器形五形
　器一銅瑞銅
　等未器銭器
　　詳二未二
　　飼、詳、
　　四二耳銅琢
　　二付器形
　　、筒等銅
　　筒形器

専心二
墳帯個
？ぴ溺
　7：　ig

土うに
器も出
？　の土

　　登

　　個
　　丸
　　味

不　古
詳　毅

　　焉
　　鐸
　　1
　　刀
　　劔
　　1
　　銅
　　器
　　類

八

：一

〇
〇
KV



伺
書
中
州
村
高
在

　
周
桑
郡
庄
内
村
大
字
且
ノ
上
大
黒
山

　
宇
摩
郡
妻
鳥
村
字
東
宮
山

讃
岐
國
木
田
郡
庵
治
村
圓
山

　
大
川
郡
石
田
村

　
同
郡
津
田
村
字
北
山

　
香
蹴
郡
弦
打
村
三
郷
東
下
ノ
山

　
仲
多
度
郡
琴
李
山
榎
ノ
木
谷

　
同
郡
大
麻
山

　
同
郡
善
通
寺
町
大
字
善
通
寺
字
琵
谷

　
三
豊
郡
大
見
村
剣
五
山

　
同
郡
同
村

　
同
吐
気
井
村
粟
井
帥
証
藏

　
傳
讃
岐
國

　
香
川
郡
弦
打
村
大
字
鶴
建
碑
御
殿
山

土
佐
國
香
美
郡
田
村
字
見
當

　
高
岡
郡
波
同
村
字
萬
顧
寺
釦
山

　
　
第
入
巷
　
研
究
　
鋼
側
銅
鉾
に
就
い
て

　　　　　　　　　　　　　
　　　推　　　　　　　　　　一llli定1｝一li－ll｝一）一　　　v二Lﾜll－lllll－ll－i！1　　1’1鐵1一一Ilill；1；！1（1
11鐸llll五｝llllド1創1
　　十　　　　　　　　　　　 一

　　v．，

號1｝；Illl；liil【llll
Iil三1一五ニニ二一1三三ll；二

欝
土
地
不
詳

』
古
墳
（
組
合
セ
糖
）

出
所
不
詳

一
九
　
（
二
〇
一
）

●



　
　
第
八
巷
　
研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

　
同
郡
多
卿
村
大
宇
多
卿
加
茂
三
下
藏

’
伺
郡
窪
川
村
大
字
宮
内

　
同
郡
多
郷
村
大
字
島
田
名
護
屡
墨
水
ヶ
峠

　
土
佐
郡
江
ノ
ロ
村
大
字
江
ノ
ロ
小
津
紳
士
藏

　
長
岡
郡
本
山
町
北
山
丁
台
ノ
上

　
同
郡
岡
豊
村
大
字
八
幡
豊
岡
入
幡
批
藏
・

阿
波
國
美
馬
郡
租
谷
山
久
乃
名
子
丁
丁
二
丁
藏

紀
伊
國
有
高
郡
箕
島
町
大
字
山
地

　
傳
伊
都
郡
某
地

長
門
國
豊
浦
郡
安
岡
村
大
字
富
十
字
梶
栗
牛

虻
防
國
吉
敷
郡
下
町
大
字
上
宇
野
二
丁
石
麟
拳

蟹
藝
置
賜
佐
郡
蘭
木
村
大
字
戸
田
声
言
ノ
宗
出

　
伺
郡
編
山
村
大
学
大
毛
寺
爾
延
丁
丁
二
丁
内

備
後
國
御
調
郡
八
幡
村
大
字
宮
内
丁
丁
二
丁

備
前
國
兜
島
郡
甲
浦
村
大
宇
飽
浦

　
傳
備
前
國

出
雲
圃
簸
川
郡
杵
築
町
命
丁
丁
批
境
内

料

鉾

推
定
　
一

一
推
定～一

　異
一思ーーi～

一一
i1｝1iーーf

ご一
一！i重1一

一

i正11一二一｝
i三1

二f一i
「一～ーー

恒

第
二
號

一iーーノ、一
一一一

」ーーー星f一1
一

」ーーー1
一…i！一七一1i

ご
○
　
（
二
〇
一
じ

侮
斯
不
詳

請
所
不
詳

附
近
よ
り
小
銅
鐸
出
づ

　
　
　
　
　
　
多
用
鏡
、

古
蟹
（
組
合
セ
式
櫓
．
彌
生
へ
土

　
　
　
　
　
　
器
ε
俘
出

古
墳
の
封
土
中
よ
り

銅
鐸
、
彌
生
式
土
器
俘
碍

傳
來
不
詳

勾
玉
一
個
書
套
に
大
石
の
下
よ

り
甕
卑
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

●



信伊大
濃勢和
國國國
更鈴高
級鹿市
郡郡’二
更亀二
級山合
村町村
大鳥大
字丁字
若　　檜
宮　　隈

1　｛　！

l　l　l

1　一

i　l　l

l　l　l

1　｝　一

1　！　1

　
以
上
の
表
に
篠
る
ご
其
の
分
布
は
九
州
北
部
が
特
に
濃

厚
で
内
に
雫
石
を
除
く
各
種
の
形
式
が
存
在
す
る
が
、
競

演
銅
鉾
や
細
形
創
の
第
一
形
式
ε
見
る
べ
き
も
の
は
筑
紫

の
鴬
野
に
多
く
嚢
見
さ
れ
肥
後
や
、
爾
豊
地
方
は
こ
れ
に

反
し
て
廣
鋒
の
類
を
圭
ε
し
て
み
る
こ
ご
が
知
ら
る
、
。

中
國
四
國
は
其
の
分
布
の
密
度
は
下
る
が
中
継
の
西
の
方

は
形
式
の
古
い
も
の
が
見
ら
れ
、
四
國
は
伊
豫
讃
岐
が
割

合
に
多
く
て
、
其
の
型
式
は
銅
鋒
の
類
で
は
廣
鋒
の
ダ
ン

ピ
ラ
歌
の
も
の
や
、
細
形
創
で
は
九
昧
を
帯
び
た
式
が
多

い
こ
ご
豊
肥
の
地
方
ε
相
似
て
、
更
に
奉
形
な
る
扁
李
な

特
異
の
形
式
の
遽
品
が
見
出
さ
れ
て
み
る
。
次
に
近
時
資

料
の
豊
富
を
加
へ
た
醤
馬
ご
朝
鮮
で
は
、
前
者
が
中
型
の

銅
鉾
ご
幅
の
最
も
贋
い
類
が
大
部
分
を
示
し
て
み
る
に
遍

し
て
、
後
者
は
狡
鋒
銅
鉾
ε
細
形
銅
創
ご
が
圭
要
な
遺
品

　
　
　
第
入
谷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

で
、
殊
に
創
で
は
黒
橋
里
や
東
大
院
里
の
遺
品
の
樺
…
な
極

め
て
左
手
の
鏡
い
類
が
大
部
分
を
占
む
る
の
を
看
取
す
る

こ
ε
が
出
面
る
。
帥
ち
分
画
の
示
す
事
實
は
大
禮
に
於
い

て
①
上
掲
形
式
頭
上
か
ら
古
式
ざ
認
め
た
も
の
が
朝
鮮
や

九
州
北
部
の
支
那
に
近
い
地
方
に
多
く
、
其
の
後
の
形
式

が
九
州
北
部
か
ら
南
部
に
籏
が
り
、
更
に
中
國
、
四
國
か

ら
一
部
分
近
畿
に
及
び
、
遠
く
信
濃
に
ま
で
痕
遊
を
示
し

た
こ
ビ
を
か
元
る
も
の
で
、
こ
れ
は
從
來
度
々
繰
返
し
た

銅
創
銅
鉾
の
形
式
の
由
家
が
支
那
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
我

が
國
に
傳
へ
ら
れ
て
生
じ
淀
特
殊
の
文
化
所
産
ご
見
る
一

の
基
徴
ε
な
る
の
み
な
ら
す
、
其
の
文
化
流
入
の
樫
路
や

ま
た
同
時
に
上
述
の
私
の
相
封
的
年
代
掘
が
甚
だ
し
い
誤

・
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
慨
す
る
有
力
な
糠
所
に
な

る
と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
＝
（
二
〇
三
）



　
　
　
第
八
巻
　
層
研
究
　
鋼
劔
鋼
鉾
に
就
い
て

註
（
－
）
拙
稿
「
銅
鐸
に
就
い
て
」
（
藝
文
第
十
一
年
第
四
、
五
號
所
載

　
　
）
第
國
項
滲
照
。

　
（
2
）
此
の
表
は
考
古
學
難
誌
第
十
三
巻
第
一
號
の
高
橋
氏
「
銅

　
　
鉾
銅
創
考
」
（
六
）
に
載
せ
て
み
る
。

　
（
3
）
朝
鮮
の
資
、
料
で
は
こ
、
に
禦
ぐ
る
外
な
ほ
加
藤
灌
豊
氏
か

　
　
ら
聞
い
た
次
の
二
例
ε
李
王
職
博
物
館
に
幽
所
の
詳
細
は

　
　
不
明
で
あ
る
が
、
同
地
出
土
S
認
む
べ
き
立
派
な
細
形
銅

　
　
創
一
口
や
、
鮎
貝
氏
所
部
の
李
安
雪
道
出
土
の
支
那
式
銅

　
　
劇
一
口
な
さ
が
あ
る
が
、
今
ま
資
料
の
正
確
を
期
す
る
爲

　
　
ε
繁
雑
に
流
る
Σ
を
お
そ
れ
て
何
れ
も
省
略
に
從
つ
た
Q

　
　
　
唱
、
慶
爾
北
道
慶
州
選
外
東
面
南
田
　
　
銅
剣
U
口

　
　
　
扁
、
全
羅
南
道
木
浦
附
近
　
　
　
　
　
　
同
　
　
上

　
（
4
）
鋤
馬
に
於
け
る
形
式
上
よ
り
す
る
分
布
の
事
實
は
や
蕊
異

　
　
例
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
地
に
於
け
る
慧
隔
の
分
布
の

　
　
特
に
濃
厚
な
事
實
芝
併
せ
見
れ
ば
、
孤
島
で
あ
っ
て
後
迄

　
　
も
其
の
文
化
が
の
こ
っ
た
ぐ
」
云
ふ
特
殊
の
事
情
に
本
く
も

　
　
の
ε
解
す
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

，齢』噌

ノ、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

二
二
（
二
〇
四
）

　
以
上
で
略
ぽ
銅
創
銅
鉾
の
諸
型
式
の
翼
翼
的
年
代
を
定

め
得
π
ご
思
ふ
が
、
然
ら
ば
次
に
其
等
の
實
年
代
は
何
時

に
當
π
る
か
ご
云
ふ
遽
品
の
牲
質
上
最
も
重
要
な
問
題
に

當
然
接
鯛
す
る
こ
ご
に
な
る
。
此
の
考
察
は
遺
物
そ
の
も

の
に
一
一
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ざ
う
し
て
も
俘
出
の

遺
物
の
方
面
か
ら
槻
志
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
幸
に

銅
剣
銅
鉾
は
銅
鐸
ご
は
違
っ
て
、
割
合
に
伸
出
の
遺
物
が

多
い
か
ら
考
古
學
上
相
當
に
有
力
な
考
察
を
下
し
得
る
の

望
が
あ
る
し
、
特
に
先
輩
の
努
力
に
依
っ
て
今
や
殆
ん
ざ

問
題
が
解
決
さ
れ
や
う
こ
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
剣
鉾
ビ
件
田
す
る
遺
物
ご
し
て
は
既
に
表
に
注
記

し
た
模
に
石
器
、
土
器
、
古
鏡
、
鋼
器
、
鐵
年
配
い
ろ
ん

な
種
類
が
あ
っ
て
其
の
ロ
㎜
目
は
甚
だ
、
少
く
な
い
。
今
ま
見

易
い
爲
に
こ
れ
を
分
類
す
る
ε
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
ゆ

　
石
羅
類
　
磨
石
斧
、
石
剣
、
其
他

　
　
　
　
　
　
　
り

　
土
　
　
器
　
彌
生
式
土
器
，
甕
棺
（
大
形
土
器
）
漢
式
土

　
　
　
　
　
　
器
、
陶
質
土
器
（
？
）



　
　
　
　
　
　

銅
　
　
器
　
小
筒
形
容
器
、
管
状
銅
器
、
耳
付
壺
、
耳

　
　
　
　
　
形
銅
器
、
銅
豆
、
馬
鐸
、
銅
壺
、
車
攣
筍
角

　
　
　
　
　
形
銅
器
、
輪
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
麟
霧
．

　
　
　
　
　
形
銅
器
、
乙
字

　
　
　
　
　
身
銭
）

●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餐
帆

　
　
　
器
　
創
身
、
斧
頭
、
　
　
事
慧
聯
・

鐵　
　
　
　
　
鐵
鎌
、
鍬
先
き
毎
糞

●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
践
．

玉
及
壁
類
勾
玉
、
（
心
嚢
至
難
、

　
　
　
　
　
及
び
鼓
断
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
櫨
，

　
　
　
　
　
〔
推
定
〕
）
②
管
玉

　
　
　
　
　
（
鹿
角
製
〉
、
鼓
弓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逓

　
　
　
　
　
製
小
玉
、
鼓
弓

　
　
　
　
　
製
鷺
　
　
　
　
一
・
．
、
憾
瀦
励
灘
馨
急
．
．

　
　
　
　
　
　
　

鏡
　
　
鑑
　
重
圏
素
文
鏡
、
重
圏
皇
臣
文
理
自
鏡
、
内

　
　
　
　
　
行
団
七
精
白
鏡
、
星
雲
鏡
、
雷
文
鏡
、
内

　
　
第
八
巻
　
研
究
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

行
花
紋
重
圏
墜
葉
鏡
、
方
三
葉
文
鏡
、
方

格
四
瀞
式
鏡
、
日
光
鏡
、
嚢
鳳
鏡
、
多
鉦

・
第’

三
｝
圖本雲鏡鳳墜土出撃須

細
細
鏡

　
是
等
の
遺
物
は
銅
鉾
銅
創
の

性
質
を
究
む
る
上
に
重
用
な
意

義
を
有
す
畜
こ
ε
は
事
新
し
く

述
ぶ
る
を
要
し
な
い
◎
今
一
例

を
塁
ぐ
る
な
ら
ば
、
．
一
方
に
於

い
て
石
器
が
伜
出
す
る
ε
同
時

に
他
方
ま
た
鐵
器
の
併
存
す
る

事
實
は
、
銅
鉾
銅
劒
が
丈
化
の

過
渡
期
帥
ち
所
謂
金
石
併
用
時

代
の
所
産
で
あ
る
事
を
物
語
る

も
の
に
外
な
ら
ざ
る
が
如
き
、

又
穀
粒
紋
の
あ
る
破
璃
製
壁
の

存
在
を
見
る
の
は
支
那
文
化
の
及
ぼ
し
た
程
度
を
察
す
る

↓
準
媛
ご
な
り
得
る
ε
共
に
、
他
方
破
璃
そ
の
も
の
、
澹

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
三
　
（
三
…
〇
五
）



　
　
　
第
八
巻
　
研
究
　
銅
創
銅
鉾
に
就
い
て

革
を
考
へ
る
上
に
も
極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
こ

ゼ
、
さ
て
は
俘
出
の
土
器
の
形
式
か
ら
贔
を
用
ひ
た
民
衆

の
問
題
に
光
明
を
投
ず
る
な
ざ
其
の
類
が
多
い
ゆ
然
し
乍

ら
今
こ
、
に
考
察
の
樹
象
こ
し
て
み
る
銅
創
銅

鉾
の
實
年
代
考
定
に
當
っ
て
、
最
も
重
要
な
便

値
を
有
す
る
伜
出
物
ど
し
て
は
古
銭
ご
古
鏡
ど
獣

の
二
者
を
主
ご
す
べ
き
な
の
は
、
ほ
ぼ
異
論
の

な
い
庭
で
他
の
多
数
の
遺
物
は
其
の
傍
謁
を
示

す
に
ご
や
ま
り
、
或
は
寧
ろ
前
者
か
ら
す
る
年

代
の
考
定
が
得
ら
れ
て
資
料
面
し
て
の
其
の
特

殊
な
儂
値
を
登
労
す
る
ビ
も
云
ひ
得
る
も
の
で

あ
添
か
も
知
れ
な
い
Q
從
っ
て
以
下
論
ず
る
慮

の
年
代
槻
は
主
こ
し
て
こ
の
こ
者
に
墓
き
必
要

に
癒
じ
て
他
の
遣
品
に
も
及
ぶ
こ
ご
に
し
て
、
記
述
の
繁

雑
に
亙
る
を
避
け
た
い
。

　
鏡
を
登
厚
し
た
銅
剣
銅
鉾
閣
係
の
遺
跡
は
筑
前
の
三
雲

ビ
須
玖
ε
の
二
者
が
著
し
く
、
こ
れ
に
長
門
梶
栗
濱
の
一

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
二
四
　
（
二
〇
六
）

を
加
ふ
る
僅
か
な
数
で
あ
る
が
、
其
の
形
式
は
上
に
暴
げ

た
風
な
多
数
を
占
め
、
ま
た
創
鉾
の
方
で
も
、
須
玖
の
遣

跡
を
代
表
す
る
吉
村
氏
の
屋
敷
地
か
ら
は
狡
鋒
の
銅
鉾
を

　
　
　
　
　
　
　
　
生
ε
し
て
中
型
の
鏡
利
な
鉾
を
併
せ

　
　
　
　
　
　
第
出
し
、
ま
た
細
形
創
や
ク
ソ
ス
形
狡

竃

駆
鋒
創
や
異
形
創
が
存
し
て
み
る
し
・

翻
小
字
坂
本
で
は
二
面
の
鏡
ピ
共
に
細

置
形
創
一
陣
が
見
出
さ
れ
、
三
雲
か
ら

鐵楚
は
狡
鋒
銅
創
二
口
ご
細
形
の
精
巧
な

日葡
創
（
今
ま
博
多
聖
鵬
青
嘉
す
る
も

龍
の
）
ご
ク
リ
ス
形
の
狭
い
鋒
の
創
が

鏡片
同
時
に
駿
見
さ
れ
て
る
る
。
こ
の
事

　
實
か
ら
推
す
ご
上
に
騒
げ
た
各
形
式

の
中
で
狡
鋒
鉾
ご
細
形
創
（
特
に
無
い
も
の
）
及
び
ク
ラ
ス

形
の
鋒
の
荻
い
劒
の
三
者
が
少
く
も
或
一
瓢
で
は
同
時
に

存
し
て
み
だ
こ
ご
が
確
め
ら
る
、
か
ら
》
鏡
の
示
す
年
代

は
や
が
て
こ
の
一
黙
に
相
當
る
べ
き
な
の
は
自
明
の
理
で



あ
る
。

　
鉾
創
ご
俘
出
し
た
上
爆
諸
種
の
鏡
鑑
の
年
代
に
就
い
て

結
…
緻
な
研
究
を
試
み
、
一
々
の
年
代
親
を
示
さ
れ
た
の
は

初
に
も
一
言
し
た
故
富
岡
先
生
で
あ
っ
て
、
銘
文
の
考
謹

書
盟
の
調
査
鏡
の
手
法
等
か
ら
、
從
來
是
を
以
て
魏
晋
の

濾
物
ご
し
た
説
を
排
し
て
、
其
の
主
な
る
も
の
は
支
那
油

送
中
黒
も
古
い
形
式
に
厩
し
、
ま
さ
に
前
僕
代
の
製
作
と

見
る
べ
き
で
あ
る
事
を
明
に
せ
ら
れ
た
。
其
の
詳
細
に
載

せ
て
考
古
學
雑
誌
第
入
管
第
常
世
の
論
文
に
あ
る
し
、
ま

π
遺
著
「
古
鏡
の
研
究
」
に
も
牧
鎌
さ
れ
て
る
る
。
先
生
は

更
に
其
の
後
、
支
那
の
廣
州
東
山
鞄
岡
の
古
墳
内
に
於
け

る
副
葬
品
の
示
し
π
考
古
學
上
の
事
實
や
、
ま
た
博
古
画

載
す
る
銅
器
と
鏡
ご
絆
出
の
事
降
等
か
ら
推
し
て
、
我
が

銅
鉾
剣
例
ご
土
ハ
存
す
る
澱
…
門
中
最
も
一
画
の
多
い
精
自
鏡
が
前

誌
代
に
存
し
た
の
を
立
謹
せ
ら
れ
た
。
③
こ
の
研
究
は
故
入

が
支
那
年
鑑
に
關
す
る
業
績
面
心
最
も
顯
…
著
な
一
に
数
へ
ら

る
、
も
の
で
、
今
や
學
界
一
般
の
認
容
す
る
慮
ε
な
っ
て

　
　
　
第
入
巻
　
研
究
　
銅
剣
飼
鉾
に
就
い
て

居
る
か
ら
こ
、
に
改
め
て
詳
述
す
る
の
要
を
見
な
い
。
ざ

り
乍
ら
如
上
の
富
岡
氏
の
研
究
を
推
し
堅
め
て
是
等
の
鏡

の
す
べ
て
を
前
漢
代
の
製
作
ε
解
し
、
其
の
間
か
ら
の
み

同
代
古
鏡
僕
達
の
系
統
を
辿
っ
て
、
引
い
て
銅
鉾
銅
創
の

年
代
を
定
め
ん
ご
す
る
論
者
が
あ
り
ご
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
事
高
上
誤
っ
た
も
の
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
以
下
蛇
足
の
戚
は
あ
る
が
そ
れ
に
這
い
で
少
し
く
鄙
見

を
加
へ
る
こ
ご
に
し
π
い
。

　
上
に
数
へ
た
俘
出
の
古
鏡
の
中
で
装
置
鏡
や
、
雷
紋
鏡

さ
て
は
星
雲
鏡
の
類
は
、
構
圖
や
手
法
の
上
か
ら
古
い
形

式
に
薦
し
て
前
漢
代
の
作
品
で
あ
る
こ
ご
は
ほ
い
誤
り
璽

い
し
、
ま
た
最
も
数
の
多
い
精
自
鏡
の
如
き
も
、
三
雲
出

土
の
遣
斜
な
ご
は
富
岡
先
生
の
考
説
ご
相
待
っ
て
同
じ
代

の
も
の
ご
せ
ら
る
、
が
、
須
玖
の
坂
本
か
ら
出
た
ゴ
シ
ッ

ク
式
の
日
光
鏡
の
類
に
至
っ
て
は
近
頃
後
藤
君
の
示
さ
れ

た
墾
馬
に
現
存
す
る
一
粟
等
ご
共
に
果
し
て
同
じ
代
こ
す

べ
き
や
否
や
に
就
い
て
は
疑
を
挿
む
の
言
言
の
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
五
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
口
入
巻
　
　
研
　
鋸
　
　
鋼
鰭
鋼
鉾
に
就
い
て

ご
思
ふ
。
こ
れ
に
嚇
し
て
注
意
に
上
る
の
は
前
年
、
鳥
居

搏
士
が
南
満
洲
の
遼
陽
で
鳳
古
墳
を
調
査
せ
ら
れ
た
際
に

ゴ
シ
ッ
ク
式
鏡
が
古
銭
ご
精
出
し
た
事
實
か
ら
來
る
示
唆

で
あ
る
。
博
士
の
「
南
満
洲
調
査
報
告
」
に
依
る
ご
調
査
の

古
墳
は
遼
陽
の
西
門
か
ら
西
方
約
三
十
四
五
町
の
鐵
瀧
線

路
に
接
し
た
左
側
に
．
あ
る
箱
薬
箱
棺
で
、
そ
の
内
部
に
大

泉
五
十
、
小
泉
直
一
ご
共
に
「
而
日
而
月
廓
内
而
至
而
濤
而

照
右
心
」
の
銘
あ
る
立
涙
な
所
謂
ゴ
シ
ッ
ク
鏡
一
面
が
存

し
て
み
だ
の
で
あ
る
。
大
泉
五
十
ε
小
泉
直
一
ε
が
共
に

王
藩
代
の
泉
貨
で
あ
る
の
は
漢
書
食
貨
志
に
明
文
が
存
す

る
か
ら
同
時
に
出
た
ゴ
シ
ッ
ク
鏡
も
同
じ
く
其
の
頃
の
も

の
ピ
す
る
の
が
言
意
で
あ
ら
う
。
こ
の
精
白
鏡
式
の
鏡
が

王
葬
代
若
し
く
ば
そ
れ
よ
り
や
、
下
る
時
代
に
遼
東
の
一

地
方
の
古
墳
の
副
葬
品
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
た
事
は
、
漢
の

樂
浪
の
故
地
ご
認
む
べ
き
朝
鮮
の
大
同
江
岸
の
古
墳
や
、
①

南
鮮
の
慶
爾
出
遣
永
川
か
ら
同
じ
古
鏡
の
翫
土
し
て
み
る

の
⑤
ビ
併
せ
見
る
時
、
我
が
北
九
州
に
傳
へ
ら
れ
た
多
数
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
二
六
　
（
二
〇
八
）

同
式
鏡
の
喩
入
の
痙
路
が
推
測
せ
ら
る
、
ご
共
に
、
ま
た

其
の
年
代
の
考
察
に
封
し
て
も
敏
ふ
る
慮
が
あ
り
、
軍
に

ゴ
シ
ッ
ク
式
鏡
な
る
の
故
を
以
て
前
漢
代
ε
す
る
の
當
ら

ざ
る
を
物
語
る
資
料
ご
す
る
こ
ご
が
出
物
る
ご
信
ず
る
。

更
に
韓
じ
て
筑
前
須
玖
か
ら
幽
面
し
た
墾
待
遠
を
見
る
の

に
、
其
の
表
現
の
手
法
が
獣
首
鏡
ビ
全
く
同
一
で
あ
る
こ

ε
は
何
人
も
認
む
る
威
で
あ
っ
て
、
共
に
構
圖
や
文
…
擬
の

分
子
か
ら
起
源
が
古
き
に
あ
る
を
思
は
し
む
る
も
、
爾
者

中
の
獣
首
鏡
は
年
立
の
あ
る
古
品
の
示
す
威
に
若
く
ε
、

其
の
形
式
が
整
っ
て
精
巧
な
作
品
を
生
す
る
に
至
っ
た
の

は
ほ
や
後
漢
の
中
期
に
あ
る
事
が
疑
ひ
な
X
、
下
っ
て
三

國
に
及
ん
で
除
二
形
式
化
し
た
の
が
推
し
得
る
⑤
．
菱
鳳
鏡

で
は
ま
だ
年
號
の
あ
る
遺
昂
に
接
し
な
い
か
ら
明
で
は
な

い
が
、
此
の
形
式
は
現
存
支
那
鏡
中
割
合
に
遺
品
の
多
い

類
で
、
其
文
墨
の
表
現
に
い
ろ
ん
な
程
度
の
も
の
が
あ
る

が
、
年
代
を
徴
し
得
る
唯
】
の
遺
品
ε
も
云
ふ
べ
き
故
富

岡
先
生
奮
藏
の
劉
宋
の
蘂
転
作
鏡
の
示
す
手
法
か
ら
推
す



ご
、
こ
の
形
式
の
鏡
の
盛
行
ε
完
美
は
獣
重
詰
ご
ほ
い
同

じ
頃
に
あ
っ
だ
ら
う
こ
ご
が
察
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
、
而

し
て
須
玖
直
土
の
遺
品
は
ま
さ
に
該
形
式
の
精
美
の
域
に

達
し
た
ε
見
る
べ
き
手
法
を
示
し
て
み
る
か
ら
、
，
こ
れ
は

寧
ろ
後
漢
面
こ
す
る
の
が
遮
當
ご
考
へ
る
。
如
上
の
見
解

に
画
し
て
傍
付
ご
な
る
の
は
、
須
玖
鴇
土
ご
賂
ぼ
同
じ
程

度
の
精
品
が
帯
方
の
遺
跡
ビ
認
む
べ
き
黄
海
道
治
山
郡
楚

臥
面
癖
洞
里
の
第
五
墳
（
墨
黒
古
墳
）
か
ら
獲
帯
し
て
み
る

こ
ビ
で
あ
る
。
（
第
四
圖
の
拓
本
に
示
す
破
片
が
そ
れ
で
、

今
原
品
は
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
の
所
藏
に
係
る
。
）
①
帯
方

郡
は
西
暦
三
世
紀
の
は
じ
め
漢
の
献
帝
の
建
安
中
に
公
孫

康
が
遼
東
に
糠
っ
て
覇
権
を
執
り
、
蒼
浪
の
経
馨
に
意
を

用
ひ
た
際
に
屯
有
縣
以
南
の
帯
地
に
建
澄
し
た
も
の
、
從

っ
て
其
の
古
墳
は
自
ら
同
代
以
後
の
螢
造
ご
す
べ
き
で
、

副
葬
品
ま
た
同
じ
頃
の
も
の
ε
解
す
べ
く
、
古
い
前
漢
の

鏡
を
葬
っ
た
ご
す
る
の
は
穏
當
で
は
な
い
。

　
故
富
岡
氏
の
結
論
に
以
上
の
事
實
を
顧
慮
す
る
ご
俘
出

　
　
　
第
八
巷
　
　
研
　
究
　
　
銅
劔
銅
鉾
に
就
い
て

鏡
の
示
す
下
限
が
後
漢
の
始
め
頃
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

主
要
な
二
遣
跡
中
、
三
雲
が
や
、
古
く
、
須
玖
が
そ
の
下

限
に
當
る
様
に
見
ゆ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
上
記
の
狡
鋒
銅

鉾
や
、
細
形
創
、
’
ク
リ
ス
千
重
鋒
創
の
實
年
代
の
一
黙
は

そ
の
時
に
あ
る
こ
ご
に
駕
す
る
。
こ
の
考
定
に
歯
し
て
・
古

銭
の
示
す
事
實
如
何
を
一
顧
す
る
に
其
伸
出
は
朝
鮮
黄
海

道
黒
橋
里
に
於
け
る
狡
鋒
銅
鉾
ご
細
形
創
ε
が
五
鉄
銭
芝

共
に
襲
満
し
た
｝
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
此
の
五
鉄
銭
は

所
謂
穿
上
横
交
五
重
で
、
前
漢
語
族
の
虚
血
二
年
鋳
造
す

る
虚
の
も
の
に
係
う
、
年
代
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
み
る
。

從
っ
て
此
の
場
合
は
爾
形
式
の
逡
品
の
一
端
が
前
漢
末
に

あ
る
わ
け
に
な
る
◎
三
雲
の
出
土
品
は
今
殆
ん
ざ
實
吻
が

傳
は
ら
な
い
か
ら
省
い
て
、
此
の
黒
橋
里
の
創
鉾
ご
須
玖

の
出
手
品
中
に
あ
る
そ
れ
を
比
較
す
る
ご
、
細
形
創
に
あ

っ
て
は
前
者
が
著
し
く
細
く
て
且
つ
鏡
利
で
あ
る
こ
ご
、

鉾
で
は
後
者
が
長
大
で
あ
る
こ
ご
が
眼
に
着
く
。
爾
者
の

相
違
を
轡
の
相
封
的
年
代
槻
に
封
照
す
る
ビ
、
黒
橋
里
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
醗
　
　
　
二
七
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
第
八
巻
　
　
研
　
究
　
　
銅
劒
銅
鉾
に
就
い
て

示
す
形
式
が
古
く
て
、
恰
も
示
さ
れ
た
實
年
代
の
先
後
ビ

　
一
致
す
る
。
然
ら
ば
二
つ
の
資
料
か
ら
得
た
庭
の
前
漢
末

か
ら
後
漢
に
亙
る
王
手
代
を
挾
ん
だ
、
約
百
年
間
が
我
が

國
で
の
難
険
鉾
や
、
細
形
創
さ
て
は
ク
ソ
ス
形
狡
鋒
創
の

行
は
れ
た
時
期
ご
す
る
確
實
性
が
加
は
る
わ
け
に
な
る
。

，
而
し
て
こ
の
實
年
代
は
近
時
究
明
せ
ら
れ
た
我
が
國
に
於

け
る
金
石
併
用
期
が
西
暦
紀
元
前
後
に
あ
り
ε
す
る
見
地

か
ら
、
銅
鉾
創
ご
石
器
こ
の
件
串
が
偶
然
で
な
い
こ
ビ
が

分
明
し
、
ま
た
破
璃
製
品
の
俘
出
も
、
南
鮮
の
金
海
貝
塚

か
ら
王
葬
の
貨
泉
ご
ご
も
に
、
立
派
な
破
璃
製
渠
玉
や
、

九
玉
の
出
て
み
る
事
實
ご
年
代
上
の
合
致
が
認
め
ら
る
～

こ
ビ
に
も
な
る
Q
若
し
そ
れ
土
器
の
性
質
の
示
す
慮
に
至

っ
て
は
2
4
に
詳
述
を
期
す
乃
が
③
鄙
見
を
以
て
す
る
ざ
素

焼
か
ら
陶
質
へ
の
過
渡
が
南
鮮
で
同
じ
く
王
壁
代
に
行
は

れ
た
ビ
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
大
膿

に
於
い
て
年
代
上
の
一
致
を
見
ざ
わ
け
で
、
炉
よ
く
如

上
の
實
年
代
親
の
信
糠
す
る
に
足
る
の
を
思
は
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

二
入
（
二
一
〇
）

　
か
く
て
こ
、
に
銅
創
銅
鉾
の
實
年
代
こ
し
て
王
葬
を
中

心
に
置
い
た
前
…
漢
末
か
ら
後
漢
の
初
に
互
る
年
時
を
得
た

が
こ
れ
は
云
ふ
迄
も
な
く
す
べ
て
の
形
式
に
亙
っ
た
年
代

で
は
な
く
て
、
度
々
．
暴
げ
た
細
形
創
の
鋭
利
な
る
式
、
ク

リ
ス
隠
男
思
懸
及
び
狡
鋒
銅
鉾
の
三
者
で
、
而
も
何
れ
も

摺
に
相
劉
年
代
の
は
じ
め
に
縁
る
諸
式
に
属
す
る
か
ち
、

こ
れ
よ
）
も
形
式
の
新
し
い
類
の
實
年
代
は
當
然
前
者
よ

り
も
後
の
も
の
な
の
は
明
瞭
で
あ
る
。
今
ま
例
を
少
げ
て

試
み
に
其
の
推
測
年
代
を
附
記
す
れ
ば
先
づ
鉾
の
廣
鋒
で

ダ
ン
ゼ
ラ
形
の
む
の
な
ご
は
、
須
玖
に
見
ゆ
る
中
形
ご
の

間
に
見
ら
る
、
可
成
大
き
い
形
式
上
の
相
輿
か
ら
、
こ
れ

は
後
漢
の
締
り
か
若
し
く
ば
或
者
は
三
國
に
入
っ
て
作
ら

れ
π
も
の
で
は
な
い
か
ご
考
へ
ら
る
、
し
、
ク
ジ
ス
形
の

幅
の
廣
い
類
や
細
形
の
剣
の
著
し
く
九
味
を
帯
び
た
讃
岐

琵
谷
毘
土
の
文
標
の
あ
る
避
品
の
標
な
の
も
同
じ
く
恐
ら

く
西
暦
二
世
紀
前
後
の
製
作
ご
解
し
て
聖
な
る
誤
り
が
な

い
で
あ
ら
う
。
李
形
七
言
は
俘
出
物
が
な
い
か
ら
年
代
を



確
め
難
き
憾
み
は
あ
る
が
、
既
述
の
其
の
形
式
の
由
來
や

製
作
か
ら
推
し
て
ま
た
後
漢
の
中
葉
苦
し
く
ば
以
後
に
實

年
代
を
置
く
の
が
二
っ
て
る
や
う
「
。
若
し
そ
れ
狭
鋒
銅
鉾

そ
の
他
の
類
の
上
限
に
至
っ
て
は
、
前
漢
末
ビ
云
ふ
上
の

推
定
年
代
は
我
が
國
に
盛
に
將
來
さ
れ
、
　
一
部
分
に
模
造

の
行
は
れ
た
時
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
支
那
品
は
更

に
そ
れ
よ
り
も
以
前
に
存
し
た
事
は
勿
論
考
へ
て
よ
い
。

此
の
黙
か
ら
せ
ば
銅
鉾
銅
剣
の
行
は
れ
た
時
期
は
上
は
西

暦
前
二
三
世
紀
に
上
り
、
下
は
後
二
三
世
紀
に
及
ん
で
、
ま

さ
に
銅
鐸
の
年
代
ご
相
近
い
略
の
が
あ
る
こ
ご
に
な
る
。

安
藝
に
於
け
る
颪
者
伴
毘
の
事
實
は
そ
の
接
鯛
を
示
し
た

好
例
ご
云
ひ
得
る
。
た
や
此
の
考
定
年
代
の
下
限
に
就
て

は
學
者
の
問
に
或
は
異
論
な
き
を
保
し
難
い
が
、
出
土
の

遺
跡
の
性
質
を
考
査
す
る
ご
、
遺
品
の
用
途
の
鍵
化
に
件

ふ
た
興
映
丁
の
る
事
實
が
示
さ
れ
て
み
る
…
機
に
見
ゆ
る
。
郎
剛

ち
項
を
改
め
て
、
如
上
の
實
年
代
槻
の
確
實
性
を
槍
し
乍

ら
、
右
の
瓢
か
ら
銅
鉾
銅
壷
の
示
現
す
る
文
化
の
性
質
の

　
　
　
二
心
巷
　
　
研
　
院
　
　
福
二
銅
鉾
仁
就
い
ズ
ー

槻
察
に
入
る
こ
ご
に
し
た
い
。

註
（
－
）
朝
鮮
豊
州
入
室
里
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
ま
だ

　
　
　
臨
界
に
知
ら
れ
て
み
な
い
。
↓
端
尖
っ
た
長
い
棒
駄
の
懇

　
　
　
品
で
、
本
に
柄
を
挿
込
む
様
に
な
っ
て
こ
の
外
避
に
鍔
様

　
　
　
の
突
起
が
続
ら
さ
れ
上
の
方
の
部
分
は
阿
亀
で
銅
丸
を
入

　
　
　
れ
鈴
の
用
を
な
し
て
み
る
。

　
（
2
）
筑
前
一
二
雲
の
出
土
の
勾
玉
管
玉
が
こ
れ
で
あ
る
ミ
推
定
す

　
　
　
る
。
中
山
博
士
は
こ
れ
を
鹿
角
製
品
で
は
な
か
ら
う
か
云

　
　
　
は
れ
て
み
る
が
、
私
は
青
柳
種
信
の
「
三
雲
村
所
掘
古
器

　
　
　
圖
考
」
に
「
練
も
の
な
り
」
－
こ
あ
飼
6
記
事
．
こ
朝
鮮
金
海
貝
塚

　
　
　
に
於
け
る
薮
二
一
寮
玉
の
外
見
か
ら
寧
ろ
級
璃
ミ
す
る
推

　
　
　
測
が
當
っ
て
み
る
S
思
ふ
。

　
（
3
）
「
古
鏡
の
研
究
」
零
下
「
九
州
北
部
出
土
の
古
鏡
に
就
い
て
」

　
　
　
（
未
定
稿
）
滲
照
。

　
（
4
）
故
山
気
当
次
郎
氏
の
蒐
集
巽
中
に
其
の
好
例
が
あ
っ
て
、

　
　
　
今
ま
総
督
府
の
博
物
館
に
潔
し
て
る
る
ゆ

　
へ
5
）
同
じ
く
総
督
府
博
物
館
所
藏
。
ゴ
シ
ヅ
ク
式
日
光
鏡
二
面

　
　
　
で
共
に
小
形
な
る
も
頗
る
精
巧
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
瓠
二
観
　
　
ご
汎
（
ご
＝
　
）



　
第
入
巻
　
　
　
研
　
究
　
　
　
戊
戊
の
璽
法
及
び
政
灘
汽
中
）

（
6
）
本
誌
書
巻
第
四
號
所
載
拙
稿
「
獣
首
鏡
に
就
い
て
」
参
照
。

（
7
）
此
の
鏡
は
谷
井
文
學
士
が
嚢
掘
調
査
せ
ら
れ
た
際
の
出
土

　
に
係
る
。
資
料
ミ
し
て
最
も
確
蟹
な
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
第
二
哺
號
　
　
　
　
三
〇
　
（
二
ご
・
嚇
）

（
8
）
拙
稿
「
上
代
土
器
に
就
い
て
の
叫
考
察
」
（
「
思
想
」
第
十
六

　
號
所
載
）
滲
照
。

戊
戌
の
愛
法
及
び
政
攣

光
双
二
＋
年
＋
月
に
既
に
光
緒
帝
の
寵
寄
客
瑛
二
妃
が

政
治
に
干
領
し
旋
ビ
云
ふ
廉
で
脇
毛
を
概
奪
さ
れ
、
貴
人

に
下
さ
れ
、
喪
衣
廷
杖
に
慮
さ
れ
控
の
は
、
如
何
云
ふ
干

預
で
あ
る
か
は
分
か
ら
澱
が
、
恐
ら
く
西
太
后
の
干
渉
に

反
刀
し
π
の
が
不
都
合
ご
云
ふ
の
で
あ
る
ま
い
か
。
内
藤

博
士
が
雑
誌
支
那
學
に
而
て
、
盛
伯
義
祭
酒
に
就
い
て
記

述
さ
れ
、
盛
伯
義
即
ち
当
量
ビ
懇
意
で
あ
っ
元
旗
人
中
の

文
人
こ
し
て
紹
介
さ
れ
た
志
鏡
は
、
珍
瑛
二
妃
の
兄
で
あ

る
定
云
ふ
事
は
、
戊
戌
政
墾
記
に
二
箇
慮
も
出
て
居
る
。

さ
う
す
る
ご
二
妃
は
妨
妹
で
あ
っ
て
、
姉
妹
で
光
緒
帝
の

（
中
）

文
學
博
士
　
矢
　
野

仁

一

妃
ε
な
っ
て
居
だ
課
で
あ
る
。
志
鏡
は
光
臨
帝
自
ら
擢
用

さ
れ
π
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
後
禮
部
侍
郎
を
罷
め
ら
れ

て
鳥
里
雅
蘇
憂
に
言
忌
さ
れ
た
汚
云
，
津
こ
こ
か
ら
考
へ
て

も
、
叉
盛
豊
の
推
薦
に
て
光
緒
帝
に
信
用
さ
れ
二
妃
に
敷

駕
し
だ
翰
林
院
侍
護
學
士
文
廷
式
の
人
物
か
ら
考
へ
て
も

二
戸
の
政
治
干
瓢
は
如
何
云
ふ
干
預
で
あ
っ
だ
か
略
ぼ
想

像
さ
れ
る
。
丈
廷
式
も
光
跡
帝
に
大
椛
の
牧
概
を
進
言
し

奮
か
云
ふ
こ
忌
、
禦
楊
崇
俳
の
下
灘
慧
廊

矯
響
難
壁
撮
購
辮
鞠
簸
を
受
け
、
二
＋
二
年
二

月
、
毎
度
の
召
醤
、
狂
妄
の
語
多
き
は
二
日
不
謹
愼
の
謹
擦


